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（議事日程） 

日程第１  協議事項   幼稚園教育職員の特殊勤務手当に関する規則の一

部改正について 

日程第２  報告事項   令和４年第２回区議会定例会一般質問の答弁（要

旨）について 

日程第３  報告事項   令和３年度目黒区立学校における体罰等の実態把

握調査の結果について 

日程第４  報告事項   令和４年度目黒区立中学校における部活動の状況

について 

日程第５  報告事項   区立学校等における新型コロナウイルス感染者の

発生状況について 

 資料配布 

・令和４年８月行事予定表 

・職員のワーク・ライフ・バランス推進計画素案について（案） 

・夏の子ども電話・メール相談 
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（午前９時３０分開会） 

 

○教育長       令和４年第２３回目黒区教育委員会定例会を開会します。本

日の欠席委員、欠席職員はいません。署名委員は、川嶋委員で

す。 

        それでは、日程第１を議題とします。 

 

（日程第１   幼稚園教育職員の特殊勤務手当に関する規則の一部改正につ

いて（協議事項）） 

 

○教育指導課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

        特にないようですので、この協議を了承します。 

        次に日程第２を議題とします。 

 

（日程第２   令和４年第２回区議会定例会一般質問の答弁（要旨）につい

て（報告事項）） 

 

○教育政策課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

○委員     教育長答弁の中に「教員採用試験受験者の中で正規教員とし

て採用に至らなかった者の中から」と記載がありますが、この

採用に至らなかった者の詳細について教えてください。 

また、目黒区では今年度そのような教員が何人ほど勤務して

いるのか教えてください。 

○教育指導課長 その方々は、教員採用試験の一次選考又は二次選考における

不合格者ですが、教員免許を持った方です。手元に資料がない

ため、臨時的任用教員の正確な人数はお答えできませんが、今

年度も複数名います。 

○教育長    その他ご質問等ありますか。 

        特にないようですので、この報告を受けました。 

        次に日程第３を議題とします。 

 

（日程第３   令和３年度目黒区立学校における体罰等の実態把握調査の結

果について（報告事項）） 

 



 - 4 - 

○教育指導課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

○委員     項番３の調査方法について質問があります。校長による教職

員への個別調査を行うとのことですが、これは身内による調査

であるような印象を受けました。 

（２）の児童・生徒を対象とした質問用紙による調査につい

て、用紙の回収は教職員が行っているのでしょうか。そうであ

れば、学校内部の身内の調査という印象が強まりますので、外

部の第三者に当たる者に調査を依頼すべきであると思いますが、

この点について事務局の見解を教えてください。 

また、この体罰の実態調査を他区も行っているのであれば、

他区はどのような形式で調査を行っているのか教えてください。 

○教育指導課長 本調査は、東京都教育委員会の調査依頼に基づくもので、質

問用紙等の資料は用意されたものを使用しています。 

教職員への調査は、事前に行う子どもたちへの暴力・暴言等

の有無に関する調査に基づき、実際の指導内容や、指導が困難

な児童・生徒への対応について個別に聴取を行っています。 

        児童・生徒への紙面による調査は、まず、全校朝会等で、校

長から、アンケートへの回答により不利益を受けることはない

こと、質問用紙は校長・副校長以外の者は読まないことを説明

します。その後、監督者を適切に配置し、それぞれの教室で回

答してもらいます。回答用紙は、校長・副校長が各教室を回っ

て回収しています。 

この調査は、東京都教育委員会が実施しているため、区市に

よっては多少の工夫はしているかもしれませんが、概ね同様に

実施されているものと考えています。 

○委員     そのような調査の実施により、教職員の自覚を促す効果が生

じると思いますので、継続していただきたいです。 

ただ、アンケートへの記載や直接声を上げることができない

子どもが出てくる場合にも備えて、何らかの通報制度を検討し

ていただきたいです。 

○教育指導課長 この体罰調査実施期間以外にも、子どもたちが安心して過ご

せるよう対応をしています。 

本調査を契機として、いじめや嫌だったことに関する相談が

別途入ることもあります。 

また、本調査実施前の保護者向けの通知では、体罰のほか、
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心配なことがあれば、何でも学校に相談するようアナウンスし

ています。今後も子どもたちの声を適切に拾い、安全・安心に

学校で過ごせるように指導してまいりたいと思います。 

○教育長    調査方法についてですが、資料の記載ですと定期的な調査時

期が来たため、校長が各教員へのヒアリングを実施し、子ども

たちにアンケートをしているように受け取られてしまうおそれ

があります。そうではなく、教員は常に体罰をしてしまったと

思ったら上司に報告しなければならず、子どもたちも体罰を受

けたと感じたら教員に申し出るものであり、校長は常に教員や

子どもたちの実態を把握するよう努めなければなりません。そ

の対応と併せて、本件調査も行っているという理解でよろしい

ですか。 

○教育指導課長 体罰等に関しては、本調査実施期間に限らず、日々、対応を

行っています。加えて、体罰防止月間や、夏期休業日前には服

務事故防止の研修も実施しています。 

各学校では、体罰の事例を基に、どのように対応するべきで

あったかを考え、注意すべきことを協議したり、体罰防止に向

けたスローガンの作成を考える中で、感情のコントロールにつ

いて話し合う機会等を設けています。 

また、自己点検表を管理職に提出し、必要に応じて管理職か

ら教員に個別に話を聴くこともあります。このように、年間を

通して、様々な場面で対応しているところです。 

○教育長    その他ご質問等ありますか。 

        特にないようですので、この報告を受けました。 

        次に日程第４を議題とします。 

 

（日程第４   令和４年度目黒区立中学校における部活動の状況について

（報告事項）） 

 

○統括指導主事 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

○委員     部活動の成果が気になりますので、生徒の人数だけでなく、

それぞれの部活動の成果についてもまとめていただけると嬉し

いです。 

        次に、表面の文化部の項番５の「理科・科学・実験」を部活

動としている学校が東山中学校と目黒中央中学校の２校だけと
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なっています。他校では、こういった部活動がありません。ご

存じのとおり、目黒区は理科の学力が芳しくない現状なので、

このような部活動が盛り上がれば、学力向上に多大な貢献をす

るのではないかと思います。この部活動の活動内容について、

事務局が他校に紹介することを検討していただけると嬉しいで

す。 

        最後に、裏面の「２ 部活動顧問・指導員の配置」について

ですが、外部指導員の人数が少ない印象を受けました。特に生

徒数の多い目黒中央中学校や大鳥中学校、東山中学校について

は、外部指導員を増員してもよいのではないかと思います。外

部指導員の活用に当たっては、一定の水準以上の人材であるこ

とが求められるため、簡単にはいきませんが、今後具体的な目

標を定めて増員していくことを検討していただきたいです。 

○統括指導主事 部活動の成果については、今後調査方法や報告方法を検討し

ます。 

        次に、「理科・科学・実験」の部活動についてですが、部活

動は生徒の自主的・自発的な参加により実施するもので、設置

に至る道すじは２通りあります。一つは、生徒たちが理科・科

学の実験に関する部活動をやりたいと教員に申告するものです。

もう一つは、理科・科学の実験を得意とする教員が、同好の会

を立ち上げることを生徒たちに勧めるものです。いずれにして

も、生徒が自主的・自発的に取り組みたいという気持ちを尊重

して設置するものですので、生徒の理科や科学に対する意欲を

育む必要があるものと考えます。その取組方法については、今

後、研究していきたいと考えています。 

        最後に、部活動の外部指導員についてですが、これは教員の

負担軽減の一環としても行っているものです。部活動を担当す

る教員が外部指導員の協力を希望する場合には、地域と連携し

て人材を確保するとともに、学校運営課とも連携しながら、指

導体制の充実に取り組んでいきたいと考えています。 

○委員     部活動の質の向上のためには、指導員の存否が大きな影響を

与えると思います。例えば、第九中学校と目黒中央中学校には

ダンス部があり、部員がたくさんいますが、他校にはありませ

ん。また、将棋部も１校のみとなっています。 

このため、他校でダンスなどをやりたい生徒が多数いても、

指導員がおらず、活動を行えないというケースもあると思いま
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す。目黒区では、他校の生徒が異なる学校の部活動に参加でき

る取組は行っていないのですか。 

○統括指導主事 部活動の参加については、生徒たちの自主的・自発的な意欲

によるものですが、指導者の有無は、部活動の設置に直接影響

を与えます。部活動の設置状況は、各学校がホームページで情

報発信していますので、第６学年の児童は中学校進学前に情報

を得ることができます。また、中学校には隣接中学校希望入学

制度がありますので、児童自身の学区域の中学校にない部活動

が隣接学区の中学校にあって入部を希望する場合、部活動を理

由として本制度を利用する方法があり、一定程度、部活動の選

択の余地はあるものと考えています。 

       一方で、例えばＡ中学校に在籍し、Ｂ中学校の部活動に参加

したいという希望があったとしても、部活動の活動時間やＡ中

学校からＢ中学校までの移動時の安全確保などの課題があり、

両学校で合同チームを組むといった特殊な事情がある場合を除

き、他の中学校の生徒を受け入れている部活動はありません。

現時点では、隣接中学校希望入学制度を利用して選択の幅を広

げるか、又は入学後に同好の友人を集めて、所属する中学校の

教員に相談し、自分たちの力で部活動を設置するという方法の

みとなっています。 

○教育長    その他ご質問等ありますか。 

        特にないようですので、この報告を受けました。 

        次に日程第５を議題とします。 

 

（日程第５   区立学校等における新型コロナウイルス感染者の発生状況に

ついて（報告事項）） 

 

○学校運営課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

        特にないようですので、この報告を受けました。 

議事の都合により暫時休憩とします。 

 

（午前１０時５１分から午前１０時５２分まで 休憩） 

 

○教育長    休憩前に引き続き会議を開きます。 

        ７月５日及び８月１６日開会予定の定例会については休会と
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します。 

 

資料配布  

・令和４年８月行事予定表 

・職員のワーク・ライフ・バランス推進計画素案について（案） 

・夏の子ども電話・メール相談 

 

〇教育長    その他なにかありますか。 

特にないようですので、以上で本日の定例会を閉会します。 

 

 

（午前１０時１９分閉会） 


